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2. hCGの添加培養により PBMCから分泌される因子の検討(担当 樋口)















































3. で同定された着床能を獲得したヒト子宮内膜上皮細胞に誘導される分子のうち 6. で
同定されたリガンド分子が発現していない場合には紋毛癌由来細胞株にリポフェクション法
にて 6. で同定された遺伝子を導入して 8. と同様の invasionassayを施行し浸潤能の変化や
プロテアーゼ、活性の変化を観察する予定であったが、 3. で有力分子が同定されなかったた
め検討に至らなかった。
10. 実験結果の総合的評価
本研究で明らかとなったヒト子宮内膜上皮細胞と脹の接着機構、および腔活性化機構につ
いて総合的に整理すると、子宮内膜上皮細胞には ALCAM，ephrinAlなどの接着に密接に関
わる分子が発現していることが確認された。また、マウス距盤胞にも、 ALCAM，ephrinA 1な
どの接着に密接に関わる分子が発現していることが確認された。これらの接着分子は、ヒト
子宮内膜上皮細胞や怪の細胞膜表面に発現して子宮内膜上皮に接着した経の活性化をおこし、
経着床現象において重要な物質である可能性が十分に考えられる。日歪着床機構の解明さらに
は難治性着床障害の治療法開発の可能性に繋がるものと考えられる。
以上の結果より、子宮内膜上皮細胞には ALCAM，ephrinAlなどの接着に密接に関わる分
子が発現していることが確認された。また、マウス脹盤胞にも、 ALCAM，ephrinAlなどの接
着に密接に関わる分子が発現していることが確認された。これらの接着分子は、ヒト子宮内
膜上皮細胞や妊の締胞膜表面に発現して子宮内膜上皮に接着した怪の活性化をおこし、日歪着
床現象において重要な役割を担う物質であると考えられる。残念ながら子宮内膜上皮細胞に
発現する分子の脹へのシグナルの流れは明らかにできなかったが、これら接着分子の同定は、
経着床機構の解明さらには難治性着床障害の治療法開発の可能性に繋がるものと考えられる。
また、さらなる解析により、子宮内膜上皮細胞に発現するこれら分子あるいは新しく同定さ
れる分子の怪へのシグナノレの流れが明らかにされ、経着床機構の解明、難治性着床障害の治
療法開発の可能性も期待される。
なお、本項に述べられている研究成果の詳細については本書の後半にまとめられている発
表論文をご参照頂きたい。
